
【細施策シート】

5

年

度

要因分析

【必須】

　令和４年度は昨年度に比べて自立割合が増加しているが、これは自立件数の増加よりは、相談件数の減少に起因

していると考える。令和５年度も同様な傾向になると推測する。

改善の方向性

【必須】

扶助費及び生活困窮者自立支援事業費のKPIも目標を達成しておらず、引き続き自立支援の促進に向けた取組が必要

である。
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細 施 策 23-3 福祉支援の安定的な提供による自立支援の促進 施策KGI ②

Ｋ Ｇ  Ｉ

生活困窮世帯等における自立割合

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 23  様々な困難を抱えている人を地域ぐるみで支える社会の実現

K　G　I

①人口10万人当たりの自殺死亡率

　【基準値】16.7人（令和３年）【目標値】12.8人

〔参考指標〕悩みを抱える人の支援体制が整備されていると思う人の割合

　【基準値】15％（令和４年）【目標値】17.8％

担当部局 保健福祉部


